
 

第 22 期第 1２回 

松浦海区漁業調整委員会  
 
 
 

日時 令和4年4月19日（火）15時～  
場所 唐津市水産会館 多目的ホール 

 (唐津市海岸通り7182番地217) 
 
 
 

次    第 
 
 
１ 開  会 
 
２ 議  題 

 
（１） きす一重流し刺網漁業に係る特認許可方針（案）について（諮問）  Ｐ２ ～Ｐ９  

 

（２） 改良しき網漁業許可について（協議）               Ｐ１０～Ｐ１６ 

 

（３） 水産流通適正化法について（報告）               Ｐ１７～Ｐ２８ 

 

（４） その他       
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令和3年許可方針 令和4年許可方針（案） 

きす一重流し刺網漁業特認許可方針 

第１ 制限措置 

（１）漁業種類 

   きす一重流し刺網漁業（特認） 

（２）許可又は起業の認可をすべき船舶の数 

   ２０隻以内 

（３）船舶の総トン数 

   制限措置なし 

（４）推進機関の馬力数 

   制限措置なし 

（５）操業区域 

   佐賀県玄海海域 

（６）漁業時期 

   ６月１日から１２月３１日まで 

（７）漁業を営む者の資格 

① 唐津市の湊浜及び神集島のいずれかの地区におい

て漁港機能を有する施設を拠点として漁業を営もう

とする者。ただし、上記地区以外において漁港機能

を有する施設を拠点として漁業を営もうとする者に

ついては、松浦海区漁業調整委員会に諮り、漁業調

整上支障がないと認められる場合に限り、同委員会

が指定する区域での操業を認めることとする 

② 佐賀県の漁船原簿に登録されている船舶を使用す

る権利を有する者 

③ 佐賀県漁業調整規則（令和２年佐賀県規則第６３

号）第１０条第１項 各号のいずれにも該当しない

者 

④ 適切な資源管理を実践できる者 

⑤ 漁業の生産力の向上に努めようとする者 

第２ 許可の有効期間 

   許可をした日から令和３年１２月３１日まで 

第３ 申請すべき期間 

   公示した日から令和３年５月１７日 

第４ 許可の基準 

   第１（７）に定める資格を有し、第１（１）に定

める漁業を営もうとする者。ただし、第１（２）に

定める隻数を超える場合は、次に掲げる優先順位に

より、許可又は起業の認可をする者を定める。ただ

し、同順位である者相互間の優先順位は抽選によ

る。なお、規則第９条第１項第２号に該当する場合

は、この限りでない。 

（１）前回の許可最終日の１２月３１日現在で、きす

一重流し刺網漁業（特認）の許可を有する者 

（２）許可を受けた者から、許可を受けた船舶を譲り

受け、借り受け、その返還を受け、その他相続又は法

人の合併若しくは分割以外の事由により当該船舶を使

用する権利を取得して当該知事許可漁業を営もうとす

る者 

きす一重流し刺網漁業特認許可方針 

第１ 制限措置 

（１）漁業種類 

   きす一重流し刺網漁業（特認） 

（２）許可又は起業の認可をすべき船舶の数 

   ２０隻以内 

（３）船舶の総トン数 

   制限措置なし 

（４）推進機関の馬力数 

   制限措置なし 

（５）操業区域 

   佐賀県玄海海域 

（６）漁業時期 

   ６月１日から１２月３１日まで 

（７）漁業を営む者の資格 

① 唐津市の湊浜及び神集島のいずれかの地区におい

て漁港機能を有する施設を拠点として漁業を営もう

とする者。ただし、上記地区以外において漁港機能

を有する施設を拠点として漁業を営もうとする者に

ついては、松浦海区漁業調整委員会に諮り、漁業調

整上支障がないと認められる場合に限り、同委員会

が指定する区域での操業を認めることとする 

② 佐賀県の漁船原簿に登録されている船舶を使用す

る権利を有する者 

③ 佐賀県漁業調整規則（令和２年佐賀県規則第６３

号）第１０条第１項 各号のいずれにも該当しない

者 

④ 適切な資源管理を実践できる者 

⑤ 漁業の生産力の向上に努めようとする者 

第２ 許可の有効期間 

   許可をした日から令和４年１２月３１日まで 

第３ 申請すべき期間 

   公示した日から令和４年５月１７日 

第４ 許可の基準 

   第１（７）に定める資格を有し、第１（１）に定

める漁業を営もうとする者。ただし、第１（２）に

定める隻数を超える場合は、次に掲げる優先順位に

より、許可又は起業の認可をする者を定める。ただ

し、同順位である者相互間の優先順位は抽選によ

る。なお、規則第９条第１項第２号に該当する場合

は、この限りでない。 

（１）前回の許可最終日の１２月３１日現在で、当

該許可を有していた者 

（２）当該漁業許可を有する者から許可を承継し、許

可を有していた船舶と同じ船舶にて当該漁業を営もう

とする者。（従前の当該漁業の許可を有していた者

が、この許可方針に基づく更新申請を行わないことに

伴い許可を承継する場合を含む。）ただし、当該順位
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（３）当該知事許可漁業以外の知事許可漁業の許可を

現に有している者 

（４）上記（１）～（３）に該当しない者 

第５ 条件 

（１）唐津市土器崎から正北に引いた直線、唐津市相賀

と同市湊町の境界に設置した漁場標識と唐津市神集

島南端を結んだ直線、唐津市神集島南端と福岡県糸

島市志摩野辺崎を結んだ直線及び最大高潮時海岸線

によって囲まれた海域外で操業してはならない。 

（２）７月１６日から７月３１日までは操業してはなら

ない。 

（３）唐津市唐津城と唐津市神集島東端を結んだ直線の

延長線、唐津市神集島南端と福岡県糸島市志摩野辺崎

を結んだ直線及び唐津市呼子町小川島北端と福岡県糸

島市志摩姫島北端を結んだ直線によって囲まれた佐賀

県海域では、６月１日から７月31日までの間は操業し

てはならない。 

（４）共同漁業権漁場内で操業してはならない。ただ

し、事前に漁業権者と協議し、同意が得られた場合

はこの限りでなく、その際は同意書の写しを操業時

に携帯しなければならない。 

（５）定置網漁業の保護区域内で操業してはならない。 

（６）漁具、漁法の制限 

 ① 使用する漁具は浮子方の長さ 500メ－トル以内

のもの１統とする。（替網を船内に搭載してはならな

い。） 

② 夜間（日没から日の出まで）操業をしてはなら

ない。 

③ 操業の際は、県が交付する標旗を掲げなければ

ならない。 

④ 佐賀県漁業調整規則第55条に規定された漁具の

標識に許可番号を記載しなければならない。 

⑤ 操業中は、使用船舶を漁具の周囲50メ－トルの

範囲内に留めておかなければならない。 

⑥ 使用船舶の機関室の両側の舷しょう板（通称カ

イシング）に、だいだい色又は緑色の船体表示（幅2

0センチメ－トル、長さ 160センチメートル）をしな

ければならない。 

            （注）  だいだい色：湊 浜 

           緑    色：神集島 

 

      （標  旗）    地色：黄 色 

                   字色：白  色 

 

の適用は、許可を承継する者と２親等以内の親族に限

る。 

（３）当該知事許可漁業以外の知事許可漁業の許可を

現に有している者 

（４）上記（１）～（３）に該当しない者 

第５ 条件 

（１）唐津市土器崎から正北に引いた直線、唐津市相賀

と同市湊町の境界に設置した漁場標識と唐津市神集

島南端を結んだ直線、唐津市神集島南端と福岡県糸

島市志摩野辺崎を結んだ直線及び最大高潮時海岸線

によって囲まれた海域外で操業してはならない。 

（２）７月１６日から７月３１日までは操業してはなら

ない。 

（３）唐津市唐津城と唐津市神集島東端を結んだ直線の

延長線、唐津市神集島南端と福岡県糸島市志摩野辺崎

を結んだ直線及び唐津市呼子町小川島北端と福岡県糸

島市志摩姫島北端を結んだ直線によって囲まれた佐賀

県海域では、６月１日から７月31日までの間は操業し

てはならない。 

（４）共同漁業権漁場内で操業してはならない。ただ

し、事前に漁業権者と協議し、同意が得られた場

合はこの限りでなく、その際は同意書の写しを操

業時に携帯しなければならない。 

（５）定置網漁業の保護区域内で操業してはならない。 

（６）漁具、漁法の制限 

 ① 使用する漁具は浮子方の長さ 500メ－トル以内

のもの１統とする。（替網を船内に搭載してはなら

ない。） 

② 夜間（日没から日の出まで）操業をしてはなら

ない。 

③ 操業の際は、県が交付する標旗を掲げなければ

ならない。 

④ 佐賀県漁業調整規則第55条に規定された漁具の

標識に許可番号を記載しなければならない。 

⑤ 操業中は、使用船舶を漁具の周囲50メ－トルの

範囲内に留めておか なければならない。 

⑥ 使用船舶の機関室の両側の舷しょう板（通称カ

イシング）に、だいだい色又は緑色の船体表示（幅

20センチメ－トル、長さ 160センチメ ートル）を

しなければならない。 

               （注）  だいだい色：湊 浜 

              緑    色：神集島 

 

      （標  旗）    地色：赤 色 

                   字色：白  色 
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      ３年          （番    号） 

 

 

         き             す 

 

 

                     佐賀県 

 

 

 

      ４年（2022年）許可     号） 

 

 

         き            す  

 

 

                     佐賀県 
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きす一重流し刺網漁業特認許可方針（案） 
 

第１ 制限措置 

（１）漁業種類 

     きす一重流し刺網漁業（特認） 

（２）許可又は起業の認可をすべき船舶の数 

     ２０隻以内 

（３）船舶の総トン数 

     制限措置なし 

（４）推進機関の馬力数 

     制限措置なし 

（５）操業区域 

     佐賀県玄海海域 

（６）漁業時期 

     ６月１日から１２月３１日まで 

（７）漁業を営む者の資格 

 ① 唐津市の湊浜及び神集島のいずれかの地区において漁港機能を有する

施設を拠点として漁業を営もうとする者。ただし、上記地区以外におい

て漁港機能を有する施設を拠点として漁業を営もうとする者について

は、松浦海区漁業調整委員会に諮り、漁業調整上支障がないと認められ

る場合に限り、同委員会が指定する区域での操業を認めることとする 

② 佐賀県の漁船原簿に登録されている船舶を使用する権利を有する者 

③ 佐賀県漁業調整規則（令和２年佐賀県規則第６３号）第１０条第１項  

各号のいずれにも該当しない者 

④ 適切な資源管理を実践できる者 

⑤ 漁業の生産力の向上に努めようとする者 

第２ 許可の有効期間 

   許可をした日から令和４年１２月３１日まで 

第３ 申請すべき期間 

   公示した日から令和４年５月１７日 

第４ 許可の基準 

   第１（７）に定める資格を有し、第１（１）に定める漁業を営もうとする

者。ただし、第１（２）に定める隻数を超える場合は、次に掲げる優先順位に
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より、許可又は起業の認可をする者を定める。ただし、同順位である者相互間

の優先順位は抽選による。なお、規則第９条第１項第２号に該当する場合は、

この限りでない。 

（１）前回の許可最終日の１２月３１日現在で、当該許可を有していた者 

（２）当該漁業許可を有する者から許可を承継し、許可を有していた船舶と

同じ船舶にて当該漁業を営もうとする者。（従前の当該漁業の許可を

有していた者が、この許可方針に基づく更新申請を行わないことに伴

い許可を承継する場合を含む。）ただし、当該順位の適用は、許可を

承継する者と２親等以内の親族に限る。 

（３）当該知事許可漁業以外の知事許可漁業の許可を現に有している者 

（４）上記（１）～（３）に該当しない者 

第５ 条件 

   （１）唐津市土器崎から正北に引いた直線、唐津市相賀と同市湊町の境界に 

設置した漁場標識と唐津市神集島南端を結んだ直線、唐津市神集島南

端と福岡県糸島市志摩野辺崎を結んだ直線及び最大高潮時海岸線によ

って囲まれた海域外で操業してはならない。 

   （２）７月１６日から７月３１日までは操業してはならない。 

（３）唐津市唐津城と唐津市神集島東端を結んだ直線の延長線、唐津市神集 

島南端と福岡県糸島市志摩野辺崎を結んだ直線及び唐津市呼子町小川島 

北端と福岡県糸島市志摩姫島北端を結んだ直線によって囲まれた佐賀県 

海域では、６月１日から７月３１日までの間は操業してはならない。 

    （４）共同漁業権漁場内で操業してはならない。ただし、事前に漁業権者

と協議し、同意が得られた場合はこの限りでなく、その際は同意書の写

しを操業時に携帯しなければならない。 

    （５）定置網漁業の保護区域内で操業してはならない。 

    （６）漁具、漁法の制限 

 ① 使用する漁具は浮子方の長さ 500メ－トル以内のもの１統とする。 

           （替網を船内に搭載してはならない。） 

② 夜間（日没から日の出まで）操業をしてはならない。 

③ 操業の際は、県が交付する標旗を掲げなければならない。 

④ 佐賀県漁業調整規則第55条に規定された漁具の標識に許可番号を記 

          載しなければならない。 
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⑤ 操業中は、使用船舶を漁具の周囲50メ－トルの範囲内に留めておか 

          なければならない。 

⑥ 使用船舶の機関室の両側の舷しょう板（通称カイシング）に、だい 

          だい色又は緑色の船体表示（幅20センチメ－トル、長さ 160センチメ 

          ートル）をしなければならない。 

                  （注）  だいだい色：湊 浜 

              緑    色：神集島 

 

      （標  旗）    地色：赤 色 

                   字色：白  色 

 

      ４年（2022年）許可     号） 

 

 

         き            す 

 

 

                     佐賀県 
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松 漁 調 委 第  号 
令和４年（2022 年）４月  日 

 
佐賀玄海漁業協同組合 
代表理事組合長 川 嵜 和 正  様      
 

                                
松浦海区漁業調整委員会     

会 長    川 嵜 和 正           

 
 

改良しき網漁業の承認について(通知) 
 
令和４年３月３１日付けで申請のあったこのことについては、現在許可され

ている、しき網漁業の制限又は条件に加え、下記条件を付して承認します。 
ついては、違反操業のないよう指導のうえ、下記条件を付して承認された旨

申請者に通知してください。 
なお、承認期間終了後引き続き操業を希望される場合は、改めて当委員会で

検討することになりますので、期間満了の１ヶ月前までに申請してください。 
 
記 

 
１ 承認期間  令和４年（2022 年）４月  日から 

令和９年（2027 年）３月３１日まで 
 
２ 光力規制  集魚灯に使用する電球は、１０キロワット以内とする。 

ただし、各共同漁業権の外郭線から沖出し１，０００メート

ルの線によって囲まれた区域においては、３キロワット以内

とする。 
 
３ 共同漁業権漁場内での操業 

共同漁業権漁場内では操業しないこと。 
ただし、所属する漁業協同組合が保有する共同漁業権漁場内 

での操業については、事前に漁業権者と協議し、同意が得られ

た場合はこの限りではない。（なお、共同漁業権漁場内で操業

する場合、２の光力規制については、１キロワット以内とする。         

ただし、漁業権者が承認した場合に限り３キロワット以内と

する。） 
 
４ その他   関係諸規定等を遵守し、適正操業を行うこと。 
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